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Maruoka山江村議会だより

こんにちは　あかちゃん
令
和
２
年
７
月
豪
雨
か
ら
１
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
地
の
状
況
は
・
・
・

写真の説明

今村　匠利くん  令和３年３月27日生
いまむら しょうり

カメラを向けたら中々笑ってくれな
い匠利くんですが、この時は満面の
笑みでした。この笑顔を絶やさず健
やかに育ってほしいです。（６区）
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　  令和３年第４回定例会を６月９日から11日までの３日間の会期で
開かれました。今回の定例会では、報告１件、承認10件、同意１件、令和
３年度山江村一般会計、特別会計の補正予算含む議案４件、発委１件の
17件を審議しました。
　９日に開会し、提案理由説明の後、議案審議。10日は一般質問で６名
が登壇し、村の行政課題等について質問しました。最終日の11日に、提
案された全議案について質疑・討論・表決を行い、すべて原案のとおり
可決・決定し、閉会しました。

上位の法律が改正されたので、当村の条例もそれに合わせて改正するものです。
主なものに、寄附金税額控除対象の見直し、セルフメディケーション税制の延
長、住宅借入金等特別控除の拡充などが改正されました。

令和３年第４回議会定例会報告令和３年第４回議会定例会報告

主なものとしてこんなことが決まりました

同じく上位の法律が改正されたので、当村の条例もそれに合わせて改正するも
のです。行政手続における押印義務や不服審査申出書への押印義務が見直しや
廃止となりました。

令和３年４月１日付けでの人事異動に伴い、固定資産評価員に現税務課長の平
山辰也氏が選任され同意することとなりました。

新型コロナウイルス感染症に伴う減免措置に関する通達が国からありましたの
で、それに伴い当村の条例を改正したものです。減免措置が令和３年３月31日
までを令和４年３月31日まで１年延長とするものです。

山江村税条例の一部を改正する条例

固定資産評価審査委員会条例の一部を
改正する条例

山江村固定資産評価員の選任に関する
同意を求めることについて

山江村介護保険条例の一部を改正する
条例の制定について
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令和 3年度　一般会計補正予算（第２号）

令和 3年度　特別会計補正予算

区 分 補正前の額 補 正 額 計 説 明（ 主 な 内 容 ）

分担金及び負担金 2,271 54 2,325 農業費分担金

国 庫 支 出 金 1,772,906 181,831 1,954,737 公営住宅災害復旧費補助金

県 支 出 金 261,088 26,276 287,364 林業施設災害復旧費補助金

諸 収 入 17,411 7,367 24,778 建物災害共済保険料

村 債 835,200 114,400 949,600 公共施設災害復旧費債

歳 入 合 計 5,279,900 329,928 5,609,828

会 計 補正前の額 補 正 額 計 説 明（ 主 な 内 容 ）

国民健康保険事業 493,000 1,302 494,302 傷病手当金

簡 易 水 道 事 業 167,000 2,349 169,349 施設修繕料

区 分 補正前の額 補 正 額 計 説 明（ 主 な 内 容 ）

議 会 費 59,450 △ 1,281 58,169 人件費

総 務 費 588,950 23,965 612,915 公共施設等総合管理計画改定業務委託

民 生 費 628,710 △ 37 628,673 子育て世帯生活支援特別給付金

衛 生 費 417,955 3,502 421,457 新型コロナワクチン委託料

農 林 水 産 業 費 399,094 2,403 401,497 田んぼダム協力支援事業

商 工 費 63,474 9,104 72,581 管理センター改修工事設計監理委託料

土 木 費 160,423 9,652 170,075 支障木伐採委託料

消 防 費 115,894 271 116,165 新型コロナ対策負担金

教 育 費 271,309 1,335 272,644 新型コロナ対応スポーツ活性化対策事業

災 害 復 旧 費 2,175,100 285,491 2,460,591 農林業災害復旧事業

予 備 費 22,574 △ 4,480 18,094

歳 入 合 計 5,279,900 329,928 5,609,828

■歳入

■歳出

単位：千円
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豪
雨
災
害
を
振
り
返
り
、
避

難
行
動
等
、
命
を
守
る
た
め
の

行
動
の
教
訓
は
今
年
度
に
生
か

さ
れ
て
い
る
か
。

　

鎮
山
親
水
の
計
画
理
念
の
も

と
住
民
参
加
に
よ
り
、
水
害
対

策
を
考
え
て
い
く
。
教
訓
と
し

て
自
助
、
共
助
の
部
分
が
な
い

と
命
を
守
る
た
め
の
行
動
に
つ

な
が
ら
ず
、
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
行
動
、
地
域
の
自
主
防

災
組
織
の
訓
練
等
対
応
し
た
い
。

　

全
戸
に
配
布
さ
れ
た
防
災
マ

ッ
プ
に
よ
る
と
指
定
避
難
所
は

山
田
地
区
が
15
カ
所
、
万
江
地

区
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
地
域
性
か

ら
早
急
に
対
応
す
べ
き
課
題
で

あ
り
、
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
万

江
地
区
へ
の
避
難
所
設
置
の
考

え
は
。

　

県
の
調
査
に
よ
り
、
土
砂

崩
壊
の
危
険
性
か
ら
指
定
避

難
所
に
で
き
る
公
民
館
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ

っ
て
山
田
地
区
へ
の
避
難
か
、

空
き
家
を
活
用
す
る
か
、
一

時
的
避
難
所
と
し
て
、
自
然

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
を
改

造
し
、
条
件
を
ク
リ
ア
し
て

指
定
避
難
所
に
昇
格
で
き
な

い
か
検
討
を
し
て
い
る
。

　

災
害
時
、
最
も
優
先
す
べ
き

課
題
で
あ
る
弱
者
の
避
難
誘
導

対
策
は
。

　

対
象
者
に
つ
い
て
は
日
頃
か

ら
事
前
把
握
し
て
お
り
、
各
地

区
の
自
主
防
災
組
織
、
消
防
団

の
協
力
の
も
と
、
避
難
誘
導
を

迅
速
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

本
村
は
広
域
に
住
宅
が
点
在

し
、
土
砂
災
害
や
浸
水
災
害
の

危
険
度
の
高
い
集
落
が
あ
り
、

災
害
時
、
住
民
ひ
と
り
一
人
が

適
切
に
判
断
行
動
し
、
安
全
な

場
所
へ
自
主
避
難
す
る
意
識
の

向
上
へ
の
取
り
組
み
は
。

　

気
象
情
報
を
的
確
に
入
手

し
、
災
害
に
遭
わ
な
い
村
民
の

判
断
材
料
と
し
て
、
防
災
無
線

等
で
の
情
報
提
供
や
防
災
意
識

研
修
を
通
じ
、
早
め
の
自
主
避

難
に
つ
な
が
る
意
識
の
向
上
に

取
り
組
み
た
い
。

　

男
女
平
等
と
女
性
の
社
会

的
地
位
向
上
に
向
け
た
考
え

を
伺
う
。

　

男
女
の
性
別
に
関
わ
り
な

く
、
個
性
と
能
力
が
十
分
に

発
揮
で
き
、
正
当
な
評
価
と

不
当
な
扱
い
を
し
な
い
こ
と

を
基
本
と
し
た
い
。
行
政
、

政
治
、
社
会
的
分
野
で
い
ろ

ん
な
考
え
方
や
経
験
を
し
て

も
ら
い
、
委
員
等
の
登
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　

小
中
学
校
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
学
習
状
況
は
。

　

学
校
教
育
活
動
全
体
を
通
し

て
行
う
の
が
基
本
で
あ
る
。
人

権
の
尊
重
な
ど
男
女
共
同
参
画

の
意
識
の
醸
成
を
図
り
各
学
年

の
発
達
段
階
に
応
じ
た
学
習
指

導
を
行
っ
て
い
る
。　
　

  

豪雨災害の
　教訓として
早期避難の心掛けを！

横谷　巡 議員

村政を問う！　一般質問
※一般質問の内容は質問した議員の責任により掲載しています。
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総
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答
教
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長

答
村

長
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問

問

問 問

命
を
守
る
た
め
の
避
難
行

動
の
改
善
点
と
教
訓
は

体
の
不
自
由
な
高
齢
者
等

弱
者
の
避
難
誘
導
は  

災
害
時
の
自
主
避
難
の
意

識
向
上
へ
の
取
り
組
み
は

万
江
地
区
の
避
難
所
設

置
は 

男
女
共
同
参
画
の
推
進
は   
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出初式にて通常点検を受ける各分団

被災から１年、川村駅周辺

処
遇
改
善
に
努
め
た
い
。 

　

く
ま
川
鉄
道
被
災
前
に
於
け

る
本
村
の
高
校
生
の
利
用
者
数

に
つ
い
て
。

　

令
和
２
年
度
の
山
江
中
卒
業

時
の
進
路
状
況
か
ら
試
算
す
る

と
35
人
前
後
で
は
な
い
か
と
推

測
す
る
。

　

尚
令
和
元
年
度
は
、
く
ま
川

村政を問う！　一般質問

　

災
害
の
多
様
化
や
激
甚
化
し

て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
地
域

防
災
力
の
中
核
で
あ
る
消
防
団

員
の
全
国
的
な
減
少
傾
向
は
、

看
過
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
本
村
の
近
年
に
お
け
る
団

員
数
の
傾
向
や
報
酬
等
の
推
移

に
つ
い
て
。 

　

近
年
の
団
員
数
は
、
平
成

30
年
度
が
２
０
１
名
、
令
和

元
年
度
が
１
９
５
名
、
昨
年

度
が
１
９
３
名
と
若
干
減
少

し
て
い
る
。
団
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
つ
い
て
は
、

近
年
改
定
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
人
吉
球
磨
管
内
の
10
市

町
村
の
う
ち
３
番
目
に
高
い

額
と
な
っ
て
い
る
。 

　
（
消
防
庁
）
は
消
防
団
員
の

処
遇
に
関
す
る
検
討
会
を
開

き
、
そ
の
中
間
報
告
に
基
づ
く

処
遇
改
善
を
全
国
の
自
治
体
に

通
知
し
た
と
あ
る
が
、
本
村
の

対
応
や
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

　

国
は
交
付
税
参
入
の
基
準
と

な
る
消
防
団
員
へ
の
報
酬
等
を

適
切
に
定
め
た
基
準
を
策
定
し

た
条
例
等
の
、
改
正
を
す
る
よ

う
に
と
の
通
知
で
あ
る
が
今
後

の
本
村
の
対
応
は
県
内
や
、
人

吉
球
磨
管
内
の
状
況
を
参
考
に

今
年
度
中
に
条
例
改
正
等
の
検

討
を
行
い
た
い
。 

　

消
防
団
員
の
確
保
に
は
、
報

酬
の
引
き
上
げ
と
同
時
に
負
担

の
軽
減
な
ど
抜
本
的
な
対
策
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
本
村
の

改
善
策
や
方
針
等
に
つ
い
て
。

　

消
防
団
が
弱
体
に
な
ら
な
い

よ
う
、
必
要
最
小
限
の
訓
練
は

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
続
け
た

い
。
各
分
団
へ
の
被
覆
等
の
装

備
品
ま
た
施
設
の
整
備
や
備
品

等
の
購
入
も
実
情
に
合
っ
た
支

援
な
ど
行
っ
て
い
く
、
改
善
に

つ
い
て
は
消
防
団
幹
部
会
か
ら

各
分
団
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

鉄
道
の
資
料
に
よ
る
と
32
人
で

あ
る
。

　

く
ま
川
鉄
道
の
復
旧
復
興
は

人
吉
球
磨
全
体
の
振
興
と
し
て

も
注
目
さ
れ
る
中
、
部
分
運
行

に
つ
い
て
の
状
況
や
全
線
復
活

運
行
と
な
っ
た
場
合
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
利
活
用
な
ど
持
続
可

能
な
方
策
が
必
須
と
思
わ
れ
る

が
、
鉄
道
復
活
に
よ
る
波
及
効

果
や
支
援
策
に
つ
い
て
。

　

人
吉
球
磨
の
振
興
に
は
欠
か

せ
な
い
く
ま
川
鉄
道
の
復
旧
復

興
に
向
け
て
、
今
年
度
11
月
部

分
運
行
と
い
う
こ
と
で
、
肥
後

西
村
か
ら
湯
前
ま
で
の
再
開
を

目
指
し
進
め
て
い
る
。
ま
た
今

後
の
支
援
策
と
し
て
特
に
沿
線

高
校
に
通
学
す
る
高
校
生
の
交

通
手
段
と
し
て
は
欠
か
せ
な
い

鉄
道
で
あ
り
、
災
害
復
旧
事
業

に
は
継
続
し
て
支
援
す
る
。
運

営
に
つ
い
て
は
人
吉
球
磨
が
一

体
と
な
っ
て
地
域
の
活
性
化
に

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。  

西　孝恒 議員

消防団員の
　処遇改善を！
地域振興に
　　くま川鉄道の様々な魅力！

答
総

務

課

長

答
総

務

課

長

答
総
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課

長

問問

答
教

育

課

長

問

問

答
教

育

課

長

問
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狭く危険な市道「堀万江線」

　

下
の
段
地
区
か
ら
上
原
田
町

へ
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
現

在
の
状
況
と
隣
接
す
る
市
町
村

に
繋
が
る
道
路
を
整
備
す
る
場

合
、
ど
の
様
な
手
続
き
が
必
要

な
の
か
。 

　

市
村
界
か
ら
上
原
田
町
に
繋

が
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
人
吉

市
の
管
理
す
る
市
道
堀
万
江
線

に
つ
い
て
は
、
山
江
村
の
村
民

の
方
も
利
用
す
る
事
も
あ
り
、

人
吉
市
の
担
当
課
に
対
し
、
整

備
や
維
持
管
理
に
つ
い
て
の
申

し
入
れ
を
行
な
っ
て
い
る
。
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

は
道
路
を
管
理
す
る
市
町
村
へ

の
要
望
活
動
と
な
る
。 

　

昨
年
７
月
４
日
の
大
水
害
で

は
、
下
の
段
側
が
越
水
し
、
橋

を
渡
っ
て
の
避
難
が
出
来
な
か

っ
た
為
、
住
民
の
方
々
は
高
台

や
狭
い
農
道
を
通
り
、
上
原
田

台
地
へ
と
避
難
を
さ
れ
た
。
そ

の
狭
い
農
道
の
左
側
は
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
も
な
い
山
の
斜
面
と

な
っ
て
お
り
、
右
側
は
山
林
で

覆
わ
れ
、
土
砂
や
落
石
な
ど
が

堆
積
し
、
大
変
危
険
で
通
り
づ

ら
い
道
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

道
は
山
江
村
民
の
方
々
が
農
道

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

越
水
し
た
堤
防
は
、
か
さ
上
げ

さ
れ
て
い
な
い
為
、
再
度
越
水

し
た
場
合
、
こ
の
狭
く
危
険
な

農
道
一
本
し
か
逃
げ
道
は
無

い
。
こ
の
道
路
を
村
民
の
方
々

の
命
を
守
る
避
難
用
道
路
と
し

て
整
備
し
て
頂
け
れ
ば
、
昨
年

の
様
な
災
害
時
は
勿
論
、
日
々

の
農
道
、
殿
様
道
や
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
コ
ー
ス
と
し
て
も
活
用
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の

事
を
踏
ま
え
、
こ
の
下
の
段
地

区
と
上
原
田
町
を
繋
ぐ
避
難
道

の
早
期
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　

今
後
も
予
想
さ
れ
る
大
雨

や
集
中
豪
雨
に
つ
い
て
の
判

断
材
料
と
し
て
、
避
難
所
や

親
戚
、
友
人
、
知
人
宅
、
更

に
車
中
泊
な
ど
の
分
散
型
避

難
も
検
討
さ
れ
、
明
る
い
時

間
帯
で
の
早
め
の
避
難
準
備

と
避
難
開
始
を
取
り
、
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
行
動
を

取
っ
て
頂
き
た
い
。
道
路
改

良
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
関
係
市
町
村
の
協

力
、
土
地
所
有
者
の
理
解
、

予
算
財
源
の
確
保
な
ど
諸
問

題
等
が
あ
る
。
先
ず
は
、
現

段
階
で
可
能
な
地
域
の
地
理

的
実
情
に
合
っ
た
避
難
経
路

の
再
度
確
認
と
今
で
き
る
対

策
を
認
識
し
、
配
布
し
た
総

合
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
参
考

に
、
地
域
で
話
し
合
い
を
行

い
、
共
有
す
る
ソ
フ
ト
面
の

対
策
を
取
っ
て
頂
き
た
い
。 

　

下
の
段
地
区
か
ら
上
原
田
へ

の
道
路
は
人
吉
市
道
で
あ
り
、

現
在
、
人
吉
市
で
の
整
備
計
画

は
無
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
方
か

ら
の
改
良
の
要
望
も
無
い
道
路

に
な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は

維
持
管
理
の
み
行
な
っ
て
い
る

状
況
だ
が
、
再
度
、
要
望
す
る
。

本田　りか 議員

村政を問う！　一般質問

住民の命を守る避難道の
　　　　　　　　　早期確保を！

答
建

設

課

長

問問

答
村

長

答
建

設

課

長
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今後の小規模校の展望は？

万江小学校全景

中村　龍喜 議員

村政を問う！　一般質問

　

今
後
の
小
規
模
校
の
在
り
方

に
つ
い
て 

　

今
後
の
小
規
模
校
の
在
り
方

に
つ
い
て
で
す
が
、
令
和
２
年

度
に
村
内
各
学
校
の
老
朽
化
調

査
を
行
い
、
学
校
施
設
等
長
寿

命
化
個
別
施
設
計
画
を
作
成
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
今
後

30
年
か
ら
40
年
間
、
大
規
模
改

造
や
改
築
な
ど
、
学
校
施
設
を

維
持
及
び
更
新
し
て
い
く
た
め

に
、
長
寿
命
化
対
策
を
し
た
場

合
の
必
要
経
費
は
、
小
規
模
校

の
万
江
小
学
校
で
お
よ
そ
７
億

か
ら
10
億
に
な
る
見
込
み
で
、

村
内
小
中
学
校
全
体
に
必
要
な

経
費
の
総
額
は
、
お
よ
そ
45
億

か
ら
58
億
に
な
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
村
内
の
学
校
施
設
で
最
も

築
年
数
が
経
過
し
て
い
る
山
田

小
学
校
が
、
約
15
年
後
の
改
築

を
迎
え
る
時
期
に
３
校
を
集
約

し
た
場
合
の
経
費
を
試
算
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
お
よ
そ
28
億
円

と
な
り
、
長
寿
命
対
策
を
施
し

て
施
設
を
維
持
し
て
い
く
経
費

に
比
べ
、
40
％
か
ら
50
％
程
度

縮
減
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

今
後
の
児
童
数
の
推
移
、
ま

た
地
域
、
保
護
者
の
協
議
に
つ

い
て 

　

児
童
数
の
今
後
の
推
移
、
地

域
、
保
護
者
と
の
協
議
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
村
内
小
中
学
校
の

令
和
３
年
度
の
児
童
数
は
、
山

田
小
学
校
１
９
６
人
、
万
江
小

学
校
33
人
、
合
わ
せ
て
２
２
９

人
で
す
。
児
童
数
の
今
後
の
推

移
に
つ
い
て
は
、
出
生
数
を
も

と
に
、
来
年
度
以
降
転
入
転
出

が
な
い
場
合
、
万
江
小
学
校
の

児
童
数
は
40
人
と
増
加
し
ま
す

が
、
令
和
５
年
度
以
降
は
、
少

し
づ
つ
減
少
し
、
令
和
七
年
度

に
は
29
人
と
大
幅
に
減
少
し
令

和
９
年
度
に
は
さ
ら
に
減
少

し
、23
人
と
な
る
見
込
み
で
す
。

な
お
、
質
問
に
関
し
て
の
地
域

及
び
保
護
者
等
と
の
協
議
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
は
予
定
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

災
害
危
険
立
地
等
の
現
状
に

つ
い
て 

　

万
江
地
域
に
お
い
て
も
、

万
江
小
学
校
が
位
置
し
ま
す

城
内
、
神
園
地
域
に
お
い
て

も
土
石
流
災
害
の
恐
れ
の
あ

る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指

定
さ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

村
と
し
て
も
園
児
、
児
童
を

含
め
た
地
域
の
方
の
安
心
、

安
全
の
確
保
の
た
め
に
、
熊

本
県
に
対
し
て
砂
防
施
設
の

要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小規模校の将来について

答
教

育

課

長

問

問

問

答
教

育

課

長

答
教

育

課

長
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足算瀬橋

柚木川内橋

村政を問う！　一般質問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
希
望
調
査
の
結
果
は
。

　

１
２
３
６
名(

65
歳
以
上)

へ
調
査
表
を
送
付
し
、
１
１
３

３
名(

92
％)

提
出
。
そ
の
後
、

申
し
込
み
希
望
が
あ
り
、
随
時

受
付
を
し
て
い
る
。

　

人
吉
市
医
師
会
と
の
連
絡

協
力
体
制
は
。

　

医
師
会
の
協
力
の
も
と
、

接
種
が
で
き
る
医
療
機
関
を

取
り
ま
と
め
、
健
康
福
祉
課

で
名
簿
を
作
成
し
、
医
療
機

関
へ
提
出
。
医
療
機
関
か
ら

本
人
へ
連
絡
、
接
種
終
了
後

医
療
機
関
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

記
録
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
、

健
康
福
祉
課
で
毎
日
接
種
状

況
を
確
認
し
て
い
る
。

　

２
回
接
種
す
る
理
由
は
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

発
症
を
95
％
抑
え
る
と
い
う
効

果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

接
種
状
況
に
つ
い
て

　

６
月
９
日
現
在
で
、
４
０

０
人
で
35
・
５
％
と
な
っ
て

い
る
が
、
医
療
機
関
か
ら
、

随
時
報
告
が
な
い
の
で
正
確

な
数
字
で
は
な
い
。

　

単
独
行
動
が
困
難
な
方
や

交
通
手
段
が
な
い
方
へ
の
対

応
は
。

　

か
か
り
つ
け
の
病
院
で
の

接
種
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
為
、

普
段
の
受
診
の
交
通
手
段
が

利
用
で
き
て
お
り
、
支
援
が

必
要
な
方
は
、
介
護
者
の
付

き
添
い
が
あ
る
為
に
問
題
な

い
。「
や
ま
え
暮
ら
し
応
援
券
」

の
活
用
も
し
て
よ
い
。

　

65
歳
以
下
の
方
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
見
通
し
に
つ
い
て

　

２
回
目
終
了
が
11
月
末
に

な
る
。
12
歳
以
上
で
あ
る
の

で
保
護
者
の
同
意
が
必
要
に

な
る
の
で
ご
理
解
を
。

　

吐
合
宇
那
川
線
・
岩
ヶ
野

下
払
線
の
災
害
復
旧
工
事
時

期
に
つ
い
て

　

吐
合
宇
那
川
線
は
、
堆
積

土
砂
撤
去
工
事
完
了
後
に
工

事
発
注
予
定
。
岩
ヶ
野
下
払

線
は
、
同
一
箇
所
に
県
治
山

工
事
が
令
和
４
年
10
月
に
完

了
予
定
で
そ
の
後
に
工
事
発

注
で
す
の
で
、
完
了
時
期
は

令
和
５
年
度
の
下
半
期(

３
月

末)

に
な
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
県
と
調
整
す
る
。

　

柚
木
川
内
橋
・
足
算
瀬
橋

の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

　

柚
木
川
内
橋

：

道
路
幅
員

は
同
じ
、
橋
梁
の
嵩
上
げ
に
て

復
旧
今
年
度
に
橋
の
撤
去
、
新

し
い
橋
台
設
置
予
定
、
令
和
４

年
度
に
上
部
工
、
令
和
５
年
度

に
完
了
予
定
。
足
算
瀬
橋

：

県

道
側
の
復
旧
工
事
を
行
い
、
施

工
時
期
は
、
本
年
10
月
頃
か
ら

工
事
着
手
し
、
令
和
４
年
の
５

月
頃
完
了
予
定
。

立道　徹 議員

新型コロナウイルス
　ワクチン接種について
村道・橋梁の
　　災害復旧について

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

問問

答
健
康
福
祉
課
長

答
建

設

課

長

問問問

問問

答
建

設

課

長

問
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被災した下の段取水堰

下の段地区水田

被災した濁毛取水口

被災者に
　　寄り添った
　　　生活支援を

村政を問う！　一般質問

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
実

績
は
。 

　

令
和
２
年
度
の
ふ
る
さ
と

応
援
寄
付
金
の
実
績
は
、
寄

付
額
が
７
５
８
８
万
７
千
円

で
、
令
和
元
年
度
よ
り
、
６

２
０
０
万
円
多
く
寄
付
を
い

た
だ
い
て
い
る
。 

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

被
災
地
支
援
と
し
て
の
災
害
支

援
金
の
寄
付
額
は
。 

　

災
害
支
援
金
と
し
て
、
５
１

９
万
８
千
円
の
寄
付
が
あ
っ
て

い
る
。 

　

災
害
支
援
金
の
活
用
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

　

災
害
支
援
金
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

の
一
部
と
し
て
基
金
に
積
み
立

て
し
て
い
る
の
で
災
害
支
援
金

の
区
別
な
く
、
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
か
ら
今
年
度
の
災
害
復
旧

費
へ
の
財
源
の
一
部
と
し
て
充

当
を
検
討
し
て
い
る
。 

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
一

部
と
し
て
災
害
復
旧
費
の
財
源

と
し
て
充
当
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
７
月
豪
雨
の
災
害

復
旧
に
つ
い
て
は
、
復
興
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
着
実
に
復

旧
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
令
和
２
年
９
月
定
例
会
で

も
質
問
し
た
が
、
水
田
の
大
規

模
被
害
が
あ
っ
た
、
下
の
段
地

区
、
淡
島
地
区
等
は
、
県
管
轄

工
事
等
の
兼
ね
合
い
や
大
規
模

工
事
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、

本
年
度
も
水
稲
の
作
付
け
が
で

き
ず
、
農
業
共
済
か
ら
の
補
填

も
無
く
、
自
家
消
費
米
も
購
入

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
災
害
支
援
金
を
活
用

し
た
被
災
農
家
へ
の
生
活
支
援

の
考
え
は
な
い
の
か
。 

　

去
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

万
江
地
区
の
水
田
が
甚
大
な
被

害
を
受
け
て
お
り
、
去
年
の
収

穫
ば
か
り
で
は
な
く
今
年
度
も

作
付
け
が
で
き
ず
自
家
消
費
米

も
収
穫
で
き
な
い
現
状
で
あ

る
。
担
当
課
と
し
て
、
近
隣
の

自
治
体
や
ほ
か
の
災
害
の
と
き

に
農
業
関
係
で
そ
う
い
っ
た
支

援
金
が
出
さ
れ
て
い
る
の
か
調

査
を
し
、
山
江
村
農
林
産
物
等

災
害
時
生
産
向
上
奨
励
金
要
綱

を
改
定
す
る
の
か
、
ま
た
、
新

た
な
要
綱
を
制
定
す
る
の
か
、

ま
た
、
財
源
に
つ
い
て
は
災
害

支
援
金
等
を
活
用
す
る
の
か
、

議
会
に
も
諮
り
な
が
ら
制
定
の

調
査
を
進
め
る
。決
ま
り
次
第
、

被
災
者
へ
の
周
知
を
し
て
い
き

た
い
。

赤坂　修 議員

答
総

務

課

長

答
産
業
振
興
課
長

答
企
画
調
整
課
長

答
総

務

課

長

問問問

問



⑩山江村議会だより令和３年８月25 日発行

宇那川の土砂撤去について説明を受ける

河川沿いに設けてある仮土砂置場

山田地区（別府）の土砂置場も視察

　令和３年７月13日、梅雨明けした青空の中、総務文教常任委員と産業厚生常
任委員とによる村内研修の一環として、村内の現地調査をおこなった。令和２
年７月豪雨から1年が経過し、災害復
旧の進捗状況や今後の予定などを担当
の建設課から説明を受け、またいつ起
こるかわからない災害に対し、終始緊
張感をもって視察を終えた。

総務文教常任委員・産業厚生常任委員
合同現地調査

災害から 1年の現場は今・・・災害から 1年の現場は今・・・

④山江村議会だより令和３年８月25 日発行
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奥州市はメジャーリーガーの大谷翔平の出身地

歓迎の挨拶をする議長

ＩＣＴ教育の成果を説明する藤本教育長

公共工事請負変更契約の締結議案を
賛成少数で否決

公共工事請負変更契約の締結議案を
賛成少数で否決

　令和３年第５回臨時会を７月16日に開催し、同文議決議案１件、公共工
事請負変更契約の締結議案１件、一般会計補正予算（第３号）１件、計３
件を審議し、公共工事請負変更契約を除く２件を原案どおり可決した。同
文議決については、熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更によるもの
で、組合組織機関の名称変更によるもの。一般会計補正予算については、
歳入歳出それぞれ3,000千円を追加し、総額5,612 , 828千円とするもの
で、主なものとして新型コロナ対策の一環として一度に複数人数の感知が
可能なサーモセンサーの購入費である。
　なお、公共工事変更契約の締結については、３月議会定例会において
可決された「宇那川河川災害復旧工事」分である。質疑・討論となり、
起立採決の結果、賛成少数により否決された。

　令和３年７月30日、岩手県奥州市（人口約11万３千人）市議会が当村のICT教育
について視察された。もちろんこのような状況下であるため、オンラインでの視察
である。当日は、当市議会より７名、当村より議長及び事務局にて対応に努めた。
また当村におけるICT教育のこれまでの取組と成果について、藤本教育長を講師と
して１時間以上にわたり細かく説明をしてもらった。説明の後も市議会よりたくさ
んの質問があり、また当村が開催する研究発表会への参加も要望されていることか
ら、奥州市のICTに取組む熱意が伝わってきた。世の中が落ち着いたらぜひ当村に
来村していただき交流をしたい旨を伝え有意義な視察を終えた。

採決（起立採決）

賛成：○、反対：×、採決に加わらない：ー
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岩手県奥州市議会が ICT 教育について当村を視察
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「議員活動の１コマ」

だんだんなぁ
　

残
暑
の
候
、
全
国
的
な
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急

速
な
拡
大
に
よ
り
、
延
期
さ
れ

て
い
た
「
令
和
3
年
山
江
村
成

人
式
」
も
残
念
な
事
に
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
、
社
会
は
大
き
く
変
革
す
る

時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
す

る
情
報
社
会
の
進
展
を
よ
り
加
速

化
さ
せ
て
お
り
、
便
利
で
豊
か
な

未
来
社
会
へ
向
け
、
大
き
く
動
き

始
め
て
い
ま
す
。

　

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
い
邁

進
さ
れ
る
事
と
思
い
ま
す
が
、
こ

う
し
た
時
代
の
変
化
を
見
据
え
る

為
に
も
こ
れ
か
ら
も
生
涯
に
渡
っ

て
学
び
続
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ス
テ
ー
ジ
で
活
躍
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
に
お
い
て
も
常
に

学
び
を
忘
れ
ず
研
鑽
し
て
参
り

ま
す
。
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6月11日、6月議会定例
会終了後、恒例となっている高
速道路法面の除草作業（上下線）を
行いました。当日雨も心配されました
が、終了まで持ちこたえスムーズに実
施することが出来ました。
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